
地域課題分析ナビゲーション
テーマ② 地域の産業活性化

• 地域の中核となる産業づくり：中山間地域を中心に、地域の特性を生かして高い付加価値を創出し、地域の
事業者に対して相当の経済的効果を及ぼすような地域経済を牽引し中核となる産業づくりが課題となっている。

• 労働生産性の向上：大都市圏以外の地域では、知識集約型のような労働生産性の高い産業への従事者が
少ない、産業の集積度合いが低く効率が悪い、等を背景とした低い労働生産性を向上していくことが課題となっ
ている。

• 人材・事業所の誘致：中山間地域を中心に、人材・事業所が流出していくことを背景に、どのように地域産業
の担い手となる人材・事業所を誘致して集積させていくかが課題となっている。

具体的な地域課題の例
※今後、掲載内容については随時アップデート・機能追加を予定しています。
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～「地域課題分析ナビゲーション」活用の効果～

データから地域の解決すべき課題を洗い出し、取り組むべき施策を検討
地域課題を検討する際にデータを活用できていますか？ データから体系的に地域の課題や施策を検討できます。

•自地域の課題を大まかには把握しているが、
政策として何をしたら良いのか議論できるレ
ベルで課題を具体的に捉えられていない

• RESASはある程度触っているが、より自地域
の課題をクリアにするためには、どの様な
データを追加で分析すれば良いのか知りたい

•画面が多く、どのグラフを使い、どの様な流れ
で分析を行えば自地域の課題を明確にでき
るのかよく分からない

•グラフやデータをどう解釈・評価したら良いの
かよく分からない

 地域経済・社会政策や事業の立案に向けて、地域の
課題を調査する際に…
 地域の産業・人口政策など

高

低

•様々なグラフやデータを組み合わせて地域の課
題を絞り込み、要因を特定していく方法がわかり
ました

• RESASから分かったことをさらに掘り下げて分析
していくには、どんなデータをどの様に使えば良い
のかわかりました

• どの様な順番でグラフを読み解いていけば、自
地域の問題を把握できるのかわかりました

•それぞれのグラフを使う目的や読み方がわかりま
した

！

！

！

！

 「地域課題分析ナビゲーション」を活用することで、
地域で優先的に取り組むべき課題を把握できます
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分析フロー

基
礎
分
析

地域を
牽引する
力がある
産業を
特定する

応
用

分
析

地域経済循環の全体構造
を把握する

高付加価値
産業を把握する

稼ぐ力がある/
地域が得意とする
産業を把握する

地域外から稼ぐ
産業を把握する

地域の核となる
産業を把握する

事業所数を把握する

分析の全体像：ステップに沿って分析を行うことで、優先的に取り組むべき産業課題を特定する

優先的に取り組むべき
地域課題の特定

牽引産業における
優先的な課題を把握する

雇用の吸収力が高い
産業を把握する

• 付加価値額が高い産業の中から稼ぐ力が大きい産業を把
握する

• 付加価値額が高い産業の中から地域が得意とする産業を
把握する

分析の概要
• 地域で稼いだ所得の流入/流出の流れに着目し、地域経
済循環の全体構造を把握する

• 雇用者所得やその他所得の流出入状況から所得流出が
生じているかを把握する

• 民間消費、民間投資、その他支出の流出入状況から所
得流出が生じているかを把握する

• 付加価値の産業構造を分析し、地域に高い付加価値を
生み出している産業を把握する

• 産業別の移輸出入額から地域外から所得を稼ぐ産業を分
析し、特に注力すべき産業を把握する

• 他産業に与える/他産業から受ける影響度から地域の取
引の核となる産業を分析し、特に注力すべき産業を特定す
る

• 従業者数の産業構造を分析し、雇用の吸収力が高い産
業を把握する

• 労働生産性及び従業者数の特化係数から、政策支援等
に向けて地域を牽引する力がある産業における優先的な
課題を把握する

• 事業所数の産業構造やその増減を分析し、事業所の観
点から地域を支える産業やその動向を把握する

• 【RESAS】従業者と労働生産性から見る付加価値
額-労働生産性順

• 【統計】経済構造実態調査（製造事業所調査）
• 【RESAS】付加価値額(修正特化係数-産業別)

• 【RESAS】地域経済循環分析

• 【RESAS】従業者と労働生産性から見る付加価値
額-付加価値額順

• 【統計】経済構造実態調査（製造事業所調査）

• 【RESAS】移輸出入収支額(総額-産業別)

• 【RESAS】影響力・感応度分析（産業
別）

• 【RESAS】産業構成割合-従業者数

• 【統計】経済センサス-活動調査
（独自で特化係数を算出）

• 【RESAS】産業構成割合-事業所数
• 【RESAS】事業所数（事業所単位）

分析データ

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200555&tstat=000001219780&cycle=0&tclass1=000001219782&stat_infid=000040194121&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=2&indicator=3&broad=01&middle=01&sort=3&category=middle
https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200555&tstat=000001219780&cycle=0&tclass1=000001219782&stat_infid=000040194121&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=4&indicator=1&broad=01&middle=01&sort=1&category=middle
https://resas.go.jp/region-cycle-influence/?pref=47&city=47205&year=2018&level=city&broad=00&middle=00&method=1
https://resas.go.jp/region-cycle-influence/?pref=47&city=47205&year=2018&level=city&broad=00&middle=00&method=1
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=company_employee&broad=AB&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
https://www.stat.go.jp/data/e-census/2021/index.html
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=office_count&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=1&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=office_count&broad=0&middle=00&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
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本資料の読み方

データの分析目的、
読み方、よくある傾向、
分析結果の例を掲載

分析プロセス全体
の流れを掲載

データを読み解く上で必要な
基礎知識を掲載
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• 生産（付加価値額）で稼いだ所得が、分配
（所得）や支出においてどのように流出/流入し
ているのか、地域での所得の流れ方の全体像を
把握します。
（分析結果の例）
 生産では1,983億円の付加価値を創出している。分配で地

域外から所得が1,173億円流入し、支出において地域外へ
1,173億円流出している。支出において地域外に所得が流
出する構造となっている。

分析の視点

地域で稼いだ所得の流入/流出の流れに着目し、地域経済循環の全体構造を把握する

• 地域経済循環図は地域のお金の流れを生産（所得を生み出す）、分配（家計や企業の所得の受け取り）、支出（消費や投資など
の所得の使い方）の3面で『見える化』します。

• 生産においてどの程度所得を稼いでいるのか、その所得が分配及び支出においてどの程度地域内に循環できているのか、という観点で分
析します。

基礎知識

地域経済循環分析

データ
RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞

地域経済循環分析

流入

流出

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

1,173億円
流入

1,173億円
流出

https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
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分析の視点

雇用者所得やその他所得の流出入状況から所得流出が生じているかを把握する

• 雇用者所得は雇用者に支払われた所得を指します。
• その他所得は財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助金等、雇用者所得以外の所得を指します。これらの内訳を区別す

ることはできませんが、域外からの「その他所得」の流入が多い地域は財政の再分配に依存している可能性があります。
基礎知識

地域経済循環分析

データ

• 雇用者所得、その他所得それぞれにおいて所得の
流出入状況を把握します。地域外への流出があ
る場合には、地域で稼いだ所得が分配で地域外
に流出しています。
（分析結果の例）
 雇用者所得は427億円、その他所得で746億円地域外か

ら流入している。

• 雇用者所得の流出は通勤によって生じるため、都
市部では流出傾向にあり、都市近郊では流入傾
向にあることが多いです。その他の所得の流出は
財産所得、企業所得、財政移転等によって生じま
す。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞
地域経済循環分析

https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
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分析の視点

民間消費、民間投資、その他支出の流出入状況から所得流出が生じているかを把握する

• 民間消費額は買い物等の地域内住民による消費と観光などの地域外住民による消費等が該当します。
• 民間投資額は民間企業の設備投資等です。
• その他支出は政府支出、地域内産業の移輸出入収支額等が該当します。移輸入が移輸出を大きく上回り、その差が政府支出額を上

回る場合（域外からの財・サービスの購入を通じた所得流出額が政府支出額よりも大きい場合）は、「その他支出」の金額がマイナスと
なります。

基礎知識

地域経済循環分析

データ

• 民間消費額、民間投資額、その他支出において
所得の流出入状況を把握します。地域外への流
出がある場合には、地域で稼いだ所得が支出で
地域外に流出しています。
（分析結果の例）
 民間消費で46億円、民間投資で235億円、その他支出で

984億円地域外へ流出している。特にその他支出で所得の
流出が激しいことがわかる。

• 民間消費は、買い物等の地域内住民による消費
と観光などの地域外住民による消費の２種類に
分かれます。近隣の市町村で買い物をする住民が
多いと所得が流出し、逆に観光地では所得が流
入する傾向にあります。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞
地域経済循環分析

46億円

984
億円235億円

https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
https://resas.go.jp/region-cycle-diagram/?tab=0&pref=47&city=47205&year=2018&level=city
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• 企業の生産活動による付加価値が地域にもたら
される所得となります。付加価値額の構成比が高
い産業を見ることで、地域の中でどの産業が所得
を稼ぐことに貢献しているのか把握します。
（分析結果の例）
 「卸売業，小売業」、「医療，福祉」、「建設業」、「生活関

連サービス業，娯楽業」、「教育，学習支援業」が付加価
値額の上位5位となり特に高くなっている。

• 「建設業」や「医療、福祉」は多くの市町村で付加
価値額の構成比が高い傾向にあります。

• 都道府県は、中分類まで深掘って分析できます。
市区町村のうち市区に該当する地域の「製造業」
については、「経済構造実態調査（製造業事業
所調査）」を利用することで、同様の分析ができ
ます（次頁参照）。

• 他の地域と比較して付加価値額の構成比が高い
のかどうかについては、修正特化係数（付加価値
額）を使って分析できます。

分析の視点

付加価値額から産業構造を分析し、地域に高い付加価値を生み出している産業を把握する

• 「付加価値額」とは、生産額から原材料などの中間投入額を差し引くことによって算出できます。付加価値額は、給与等の労働コストと配
当や支払利息等の資本コストの合計値と等しくなります。基礎知識

付加価値額の構造分析
-付加価値額

データ

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）産業構造マップ＞
産業構造分析＞付加価値額の構造分析

卸売業・
小売業

医療,
福祉

教育,学習
支援業

生活関連
サービス業,
娯楽業

建
設
業

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2016&compYear=2021&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=added&method=actual
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145,353, 53%

57,793, 21%

18,340, 7%

10,637, 4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

食料品製造業

窯業・土石製品製造業

繊維工業

印刷・同関連業

飲料・たばこ・飼料製造業

化学工業

金属製品製造業

その他の製造業

産業別の付加価値額（製造業のみ）
2022,沖縄県宜野湾市

宜野湾市 沖縄県 全国

• 市区町村のうち市区に該当する地域の「製造業」
については、 「経済構造実態調査（製造業事業
所調査）」のデータを分析することで、製造業のど
の産業（中分類）において特に高い付加価値を
創出しているのか把握します。
（分析結果の例）
 製造業のうち、「食料品製造業」、「窯業・土石製品製造

業」が付加価値額の上位2位となっており特に高くなっている。

• 産業大分類での分析（前頁）において製造業が
上位に位置する場合は、上記の分析を追加で行
うことで、より細かい視点で把握することができま
す。

分析の視点

付加価値額から産業構造を分析し、地域に高い付加価値を生み出している産業を把握する

• 「付加価値額」とは、生産額から原材料などの中間投入額を差し引くことによって算出できます。付加価値額は、給与等の労働コストと配
当や支払利息等の資本コストの合計値と等しくなります。基礎知識

付加価値額の構造分析
-付加価値額

データ
2023年経済構造実態調査（製造事業所調査）＞

地域別統計表＞参考表を基に作成

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

産業中分類での分析に
より、付加価値額が高い
産業をより詳細に特定
することができる

事業所数が
少ないため
宜野湾市は
非公開

（万円,%）

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/seizo_result.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/seizo_result.html
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• 事業所は地域住民の生活や企業活動を支える機
能を果たしています。どの産業で地域を支えること
ができているのかを把握します。
（分析結果の例）
 「卸売業,小売業」、「宿泊業,飲食サービス業」、「医療,福

祉」、「生活関連サービス業,娯楽業」、「不動産業,物品賃
貸業」が事業所数の上位5位となり特に多くなっている。

• 必ずしも付加価値額の構成比が高い産業で事業
所数が多いわけではありません。小規模経営が多
い飲食店や小売業等は事業所数が多くなる傾向
にあります。

分析の視点

事業所数から産業構造やその増減を分析し、事業所数の観点から地域を支える産業やその動向を把握する

• 事業所とは経済活動の場所ごとの単位であり、次の要件を備えているものです。一般に、工場、製作所、事務所、営業所、商店、飲食
店、旅館、娯楽場、学校、病院、役所、駅、鉱業所、農家等が該当します。
 経済活動が、単一の経営主体のもとで一定の場所（一区画）を占めて行われていること。
 物の生産や販売、サービスの提供が、従業者と設備を有して、継続的に行われていること。

基礎知識

産業構成割合
-事業所数

データ

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）産業構造マップ＞
産業構造分析＞産業構成割合＞事業所数

卸売業,
小売業

医療,
福祉

宿泊業,
飲食サービス業

生活関連
サービス業,
娯楽業

不動産業,
物品賃貸業

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=office_count&broad=E&middle=09&small=091&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=office_count&broad=E&middle=09&small=091&detail=0111&order=labor&method=actual
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分析の視点

従業者数から産業構造を分析し、雇用の吸収力が高い産業を把握する

産業構成割合
-従業者数

データ

• 従業者数の産業構造を分析することで、どの産業
において地域の雇用を吸収する力が強いのかを把
握します。
（分析結果の例）
 「卸売業,小売業」、「医療,福祉」、「サービス業（他に分類

されないもの）」、「建設業」、「宿泊業,飲食サービス業」が従
業者数の上位5位となり特に多くなっている。

• このような産業は地域の雇用を増やす際に重要な
役割を担う産業となる可能性があります。

• 「従業者数（事業所単位）」とは、会社と個人事業所に所属し、かつ賃金・給与を支給されて業務に従事している人の数をいいます。基礎知識

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）産業構造マップ＞
産業構造分析＞産業構成割合＞従業者数

卸売業,
小売業

医療,
福祉

建設業

サービス業

宿泊業,
飲食サービス業

生活関連
サービス業,
娯楽業

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=company_employee&broad=E&middle=09&small=091&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=0&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=company_employee&broad=E&middle=09&small=091&detail=0111&order=labor&method=actual
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分析の視点

付加価値が高い産業の中から稼ぐ力が大きい産業を把握する

• 労働生産性：労働者1人が1年の間に生み出した付加価値です。付加価値額/従業者数で計算されます。基礎知識

付加価値額の構造分析
-労働生産性

データ

• 付加価値額の構成比が高い産業の中で、労働
生産性も高い産業を分析することで、地域の中で
所得を稼ぐ力の大きい産業が何かを把握します。
労働生産性の高さについては全国平均や都道府
県平均と比較して分析を行います。

• 都道府県は、中分類まで深掘って分析できます。
市区町村のうち市区に該当する地域の「製造業」
については、「経済構造実態調査（製造業事業
所調査）」を利用することで、同様の分析ができ
ます。
（分析結果の例）
 「生活関連サービス業,娯楽業」は全国平均および県平均よ

りも労働生産性が高い。
 「教育,学習支援業」は全国平均より低いが県平均よりは高

い労働生産性である。
 「建設業」は全国平均より低いが県平均と同程度の労働生

産性である。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）産業構造マップ＞産業構造分析
＞付加価値額の構造分析＞労働生産性順を基に作成

4,792 
3,221 3,182 

2,876 2,849 

5,020 

1,241 
3,094 

3,215 3,901 

6,562 

2,509 
3,958 4,549 

9,382 

産業大分類別の労働生産性
2021,沖縄県宜野湾市

宜野湾市 沖縄県 全国
（千円/人）

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=sales_revenue&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=sales_revenue&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
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分析の視点

付加価値が高い産業の中から稼ぐ力が大きい産業を把握する

• 労働生産性：労働者1人が1年の間に生み出した付加価値です。付加価値額/従業者数で計算されます。基礎知識

付加価値額の構造分析
-労働生産性

データ

• 市区町村のうち市区に該当する地域の「製造業」
については、 「経済構造実態調査（製造業事業
所調査）」のデータを分析することで、製造業にお
いて特に稼ぐ力が大きい産業（中分類）が何か
を把握します。
（分析結果の例）
 「食料品製造業」「窯業・土石製品製造業」は全国平均より

低いが県平均よりは高い労働生産性である。
 「繊維工業」、「印刷・同関連業」は全国平均及び県平均よ

りもかなり低い労働生産性である。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

（千円/人）

2023年経済構造実態調査（製造事業所調査）＞
地域別統計表＞第１表, 参考表を基に作成

6,031 
2,133 4,625 

10,702 
9,118 

26,404 

6,311 
9,231 

30,820 

13,954 
10,322 11,795 

産業中分類別の労働生産性（製造業のみ）
2022,沖縄県宜野湾市

宜野湾市 沖縄県 全国

非
公
開

非
公
開

非
公
開

非
公
開

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/seizo_result.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/seizo_result.html
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分析の視点

付加価値額が高い産業の中から地域が得意とする産業を把握する

• 特化係数：地域内のある産業の比率を全国の同産業の比率と比較したもの。1を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化してい
る産業とされます。

• 修正特化係数：特化係数を日本全国の各産業の輸出入の状況で重みづけしたものです。

修正特化係数
（付加価値額）

データ

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞
生産分析＞産業別の分布をみる＞付加価値額 • 付加価値が高い産業の中で、修正特化係数

（付加価値額）が1より大きい産業を分析するこ
とで、他地域と比較して得意とする産業が何かを
把握します。
（分析結果の例）
 高い付加価値を創出する「教育」、「その他サービス」、「建設

業」、「小売業」、「保健衛生・社会事業」などは修正特化係
数が1を超えており、産業が集積している得意な産業となって
いる。

• 労働生産性が低くても、他地域と比較して得意と
する産業は低い機会費用で生産でき、限られた資
源内で地域の付加価値拡大に繋げることが可能
です。

• 修正特化係数が１を超えている産業は、他地域
と比較してその産業の創出する付加価値額の地
域内での構成比が高いです。

修正特化係数（付加価値額）が1より大きい

1

基礎知識

https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=2&indicator=3&broad=01&middle=01&sort=3&category=middle
https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=2&indicator=3&broad=01&middle=01&sort=3&category=middle
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分析の視点

産業別の移輸出入額から地域外から所得を稼ぐ産業を分析し、特に注力すべき産業を把握する

• 移輸出入収支額は地域外からの収入（＝移輸出額）から地域外への支出（＝移輸入額）を差し引いた金額であり、プラスになれば
その産業は地域外から所得を稼いでおり、逆にマイナスになればその産業は地域外に所得を流出させていることになります。基礎知識

移輸出入収支額

データ

• 移輸出入収支額（＝移輸出額-移輸入額）の
金額を分析することで、該当産業が地域外から所
得を稼ぐのかどうかを把握します。地域外から所得
を得る産業は移輸出入収支額がプラスになります。
（分析結果の例）
 高い付加価値を創出する「建設業」、「宿泊・飲食サービス

業」、「その他サービス」、「教育」等は移輸出入収支額がプラ
スになっており、地域外から所得を稼いでいる。

• 一般に、製造業、農林漁業（都市部は除く）、
情報通信業、宿泊業など需要者が地域外にいる
産業で移輸出入収支額がプラスになる傾向があ
ります。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞
生産分析＞産業別の分布をみる＞移輸出入収支額

移輸出入収支額がプラス＝地域外から所得を稼ぐ

https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=4&indicator=1&broad=01&middle=01&sort=1&category=middle
https://resas.go.jp/region-cycle-production/?pref=47&city=47205&tab=2&year=2018&level=city&lat=26.2818612&lng=127.7783316&zoom=10&opacity=0.8&content=4&indicator=1&broad=01&middle=01&sort=1&category=middle
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分析の視点

地域内取引の核となる産業を見つけるため他産業に与える/他産業から受ける影響度を分析し、
特に注力すべき産業を特定する

• 影響力係数：指定地域内の当該産業に対する新たな需要が、指定地域内の全産業（調達先）に与える影響の強さを示します
• 感応度係数：指定地域内の全産業に対する新たな需要による指定地域内の当該産業が受ける影響の強さを示します
• 影響力・感応度分析：影響力係数、感応度係数それぞれが1となる軸で４象限に区切られ、各象限ごとの観点は下記の通りです。

 第Ⅰ象限：他産業へ与える影響かつ他産業から受ける影響が大きい産業（＝地域内取引の核となる産業）
 第Ⅱ象限：他産業へ与える影響は小さいが、他産業から受ける影響が大きい産業
 第Ⅲ象限：他産業へ与える影響かつ他産業から受ける影響が小さい産業
 第Ⅳ象限：他産業へ与える影響が大きく、他産業から受ける影響は小さい産業

基礎知識

影響力・感応度分析

データ

• 地域内取引の核となる産業は産業間の結びつき
が強く、地域の他産業に与える影響も大きいです。
これらの産業が強い場合、地域全体の労働生産
性も高くなる相関関係があると言われています。影
響力係数および感応度係数が1を超えて高い産
業（＝地域内取引の核となる産業）を分析する
ことで、地域内の労働生産性を高める上で注力す
べき産業を把握します。
（分析結果の例）
 「小売業」、「その他サービス」は影響力係数および感応度係

数が1を超えており、地域の核となる産業と捉えられる。
 「建設業」、「保健衛生・社会事業」は影響力係数が1を超

えており、他産業へ波及する影響が大きい。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）地域経済循環マップ＞
影響力・感応度分析

第Ⅰ
象限

第Ⅲ
象限

第Ⅳ
象限

第Ⅱ
象限

建設業

感応度
係数

影響力
係数

保険衛生・
社会事業

小売業

その他サービス

https://resas.go.jp/region-cycle-influence/?pref=47&city=47205&year=2018&level=city&broad=00&middle=00&method=1
https://resas.go.jp/region-cycle-influence/?pref=47&city=47205&year=2018&level=city&broad=00&middle=00&method=1
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分析の視点

労働生産性及び従業者数の特化係数から、政策支援等に向けて
地域を牽引する力がある産業における優先的な課題を把握する

• 特化係数：全国の当該産業の数値を１としたときの、ある地域の当該産業の数値。1を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化し
ている産業とされます。
 「特化係数（労働生産性）」＝（域内における当該産業の労働生産性）÷（全国の当該産業の労働生産性）

基礎知識

特化係数

データ

• 地域を牽引する力がある産業について政策支援
等の方向性を検討する上で特化係数を分析し、
生産効率の向上/高付加価値化、産業の従業者
や事業所の集積のどこに課題があるかを把握でき
ます。

• 労働生産性の特化係数が1より小さければ生産
効率の向上/高付加価値化に支援の余地がある
可能性があります。
（分析結果の例）
 「卸売業・小売業」、「教育・学習支援業」、 「医療,福祉」、 

「建設業」ではいずれも労働生産性の特化係数が1を下回っ
て低くなっているため、生産効率の向上/高付加価値化に支
援の余地がある可能性がある。

• 高い付加価値を創出しても従業者が過多になっ
ている場合、労働生産性は低い傾向にあります。

• デジタルを活用した生産効率の向上やマーケティン
グ戦略やブランド戦略などによる高付加価値化な
どが支援の例として考えられます。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）＞産業構造マップ＞
付加価値額の構造分析＞付加価値額・従業者数を基に作成

0.63 0.80
0.30

0.73
1.28

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

産業別特化係数
2021,沖縄県宜野湾市

特化係数（付加価値額） 特化係数（労働生産性） 特化係数（従業者数）

１

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual


18

分析の視点

労働生産性及び従業者数の特化係数から、政策支援等に向けて
地域を牽引する力がある産業における優先的な課題を把握する

• 特化係数：全国の当該産業の数値を１としたときの、ある地域の当該産業の数値。1を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化し
ている産業とされます。
 「特化係数（従業者数）」＝（域内における当該産業の従業者数÷域内における全産業の従業者数）÷（全国の当該産

業の従業者数÷全国の全産業の従業者数）

特化係数

データ

• 従業者数の特化係数が1より小さければ産業の
従業者や事業所の集積に支援の余地がある可能
性があります。
（分析結果の例）
 「教育・学習支援業」、 「医療,福祉」、 「建設業」ではいず

れも従業者数の特化係数が1を下回って低くなっているため、
産業の従業者や事業所の集積に支援の余地がある可能性
がある。

• 周辺自治体や民間企業とも協力した積極的な雇
用促進事業や事業所を誘致するための土地利用
整備などが支援の例として考えられます。

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力

RESAS（地域経済分析システム）＞産業構造マップ＞
付加価値額の構造分析＞付加価値額・従業者数を基に作成

基礎知識

2.39

0.91 0.96 0.97
1.44

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

産業別特化係数
2021,沖縄県宜野湾市

特化係数（付加価値額） 特化係数（労働生産性） 特化係数（従業者数）

１

https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=47&city=47205&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=added_value&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=labor&method=actual
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分析サマリー（フォーマット）
これまでの分析結果を踏まえて、優先的に取り組むべき課題を特定する

分析結果

 「卸売業，小売業」、「医療，福祉」、「建設業」、「生活関連サービス業，
娯楽業」、「教育，学習支援業」は地域での付加価値額の構成比が高い
産業である。
【付加価値額の構造分析-付加価値額】

 「卸売業,小売業」、「宿泊業,飲食サービス業」は事業所数及び従業者数
が多い産業である。
【産業構成割合-事業所数/産業構成割合-従業者数】

 「生活関連サービス業,娯楽業」、「教育、学習支援業」は労働生産性が
高い産業である。 
【付加価値額の構造分析-労働生産性】

 「教育」、「その他サービス」、「建設業」、「小売業」、「保健衛生・社会事業
（医療・福祉）」は修正特化係数（付加価値額）が高く、産業が集積し
ており得意な産業である。
【修正特化係数（付加価値額）】

 「建設業」、「その他サービス」、「教育」 は地域外から稼いでくる産業である。
【移輸出入収支額】

 「小売業」、「その他サービス」は影響力係数・感応度係数がどちらも1を超
えており、地域の核となる産業である。
【影響力・感応度分析】

地
域
を
牽
引
す
る
力
が
あ
る
産
業
を
特
定
す
る

優先的に取り組むべき地域課題

 観光関連産業
卸売業、小売業
生活関連サービス業,娯楽業

 建設業
 教育、学習支援業

凡例：【分析データ】

 「建設業」、 「卸売業、小売業」、「教育・学習支援業」は労働生産性の
特化係数が1を下回る。 

 「建設業」、 「教育・学習支援業」は従業者数の特化係数が1を下回る。
【特化係数】

 生産効率の向上/高付加価値化
 建設業
 卸売業、小売業
 教育、学習支援業

 産業の従業者や事業所の集積
 建設業
 教育、学習支援業

牽
引
産
業
の
抽
出

政
策
支
援
の
方
向
性
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• XXXXX
（分析結果の例）
 XXXXX

XXXXX

（分析フォーマット）

XXXXX

分析の視点データ

応用分析

牽引産業における
優先的な課題

基礎分析
地域を牽引する力がある産業を特定する

地域経済循環
の全体像 高付加価値 事業所数 稼ぐ力がある

得意とする 地域外から稼ぐ 地域の核となる雇用吸収力
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分析サマリー（フォーマット）
これまでの分析結果を踏まえて、優先的に取り組むべき課題を特定する

分析結果

 Ｘｘｘ

地
域
を
牽
引
す
る
力
が
あ
る
産
業
を
特
定
す
る

優先的に取り組むべき地域課題

 Ｘｘｘ

凡例：【分析データ】

 Ｘｘｘ
 生産効率の向上/高付加価値化

 Ｘｘｘ
 産業の従業者や事業所の集積

 Ｘｘｘ

牽
引
産
業
の
抽
出

政
策
支
援
の
方
向
性
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